
「支援」を行う環境を大まかに分けると図のように「発達支援（本人支援）」「家族支援」「地域支援」からなり、個々のニーズに対して、支

援ごとの「目的や目標」を達成するために、必要な「支援内容」を具体的に提供していきながら総合的に支援を行います。この支援そのもの

をお子様が将来日常生活や社会生活（参加）を円滑に営めるようにすることが最終目的となります。 

 

 

 

 

 

 

 

3つの支援が支える子どもの成長 

お子様にとって「支援」を行う環境は「発達支援（本人支援）」「家族支援」「地域支援」という 3つの視点に分けることができます。 

• 発達支援（本人支援）: お子様一人ひとりの個性や特性に寄り添い、必要なサポートや学びの機会をつくることで、心身の成長を

促します。 

• 家族支援: 保護者の皆さまの相談や悩みに耳を傾け、一緒に解決策を考えたり、必要な情報をお伝えしながら、ご家庭での過ご

し方をサポートします。 

• 地域支援: 地域の学校や関係機関との連携を図りながら、社会に開かれた活動を行うことで、お子様が地域の中で安心して過ご

し、将来にわたって自分らしく暮らせる環境づくりを目指しています。 
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